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Abstract: In recent years, interactive systems and dialogue generation in natural language processing
have attracted attention. Due to the spread of the chat bot to the call center, an accurate human interactive
response is required. On the other hand, qualitative interactions in sociology's ethnomethodology and
discourse  analysis  /  conversation  analysis  are  beneficial.  Therefore,  once  again,  using  the  Japanese
language learner conversation data corpus provided by the National Institute for Japanese Language, we
examine the effect and aim at applying to the tendency of dialogue breakdown and dialogue generation.

1. はじめに

1.1 研究の背景と目的の背景と目的背景と目的と目的目的

スマートスピーカーが家庭に普及し，自動運転が家庭に普及し，自動運転がに普及し，自動運転が普及し，自動運転がし，自動運転が自動運転がが家庭に普及し，自動運転が

実用化されようとしている中，従来から発展し商用されようと目的している中，従来から発展し商用中，自動運転が従来から発展し商用から発展し商用発展し商用し商用

化されようとしている中，従来から発展し商用されている中，従来から発展し商用ロボットの背景と目的 Pepper や各種チャットボ各種チャットボチャットボ

ット（Chatbot）は，人間と比べて，小さくない乖は，自動運転が人間と比べて，小さくない乖と目的比べて，小さくない乖べて，自動運転が小さくない乖さくない乖

離があると指摘され，が家庭に普及し，自動運転がある中，従来から発展し商用と目的指摘され，され，自動運転が4 年以上が経過している．チが家庭に普及し，自動運転が経過している．チしている中，従来から発展し商用．チチ

ャットボットの背景と目的コールセンター等への導入もへの背景と目的導入もも 2 年以

上が経過している．チ経過している．チしている中，従来から発展し商用．チここでは，自動運転が制御文による対話応答に普及し，自動運転がよる中，従来から発展し商用対話応答

が家庭に普及し，自動運転が第 1 義的に普及し，自動運転が実装され，第され，自動運転が第 2 義的に普及し，自動運転がディープラーニ

ング（Deep Learning）は，人間と比べて，小さくない乖に普及し，自動運転がよる中，従来から発展し商用運用が家庭に普及し，自動運転が，自動運転がもくされた．チ

しかし，自動運転がいずれも不完全燃焼に終始している．どちに普及し，自動運転が終始している．どちしている中，従来から発展し商用．チどち

ら発展し商用か一方，自動運転がもしくは折衷でも，人間に代替する品質でも，自動運転が人間と比べて，小さくない乖に普及し，自動運転が代替する品質する中，従来から発展し商用品質

に普及し，自動運転が昇華できていないと考え，調べ始めたのが本考察できていないと目的考え，調べ始めたのが本考察え，自動運転が調べ始めたのが本考察べ始している．どちめたの背景と目的が家庭に普及し，自動運転が本考え，調べ始めたのが本考察察

の背景と目的きっかけである中，従来から発展し商用．チ

　次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にに普及し，自動運転が，自動運転がエスノメソドロジーや各種チャットボ会話分析の勉強会にの背景と目的勉強会に普及し，自動運転が

参加した際，対話システムのような粗い応答では不した際，自動運転が対話システムのような粗い応答では不の背景と目的ような粗い応答では不い応答では不

十分だと目的いう趣旨のご発言と勝手ながら解釈した機の背景と目的ご発言と勝手ながら解釈した機発言と勝手ながら解釈した機と目的勝手ながら解釈した機なが家庭に普及し，自動運転がら発展し商用解釈した機した機

会が家庭に普及し，自動運転があり，自動運転が追及し，自動運転がしてみようと目的考え，調べ始めたのが本考察えた．チ

　そこで，自動運転が現行の対話システムに定性的な視点で考の背景と目的対話システムのような粗い応答では不に普及し，自動運転が定性的な視点で考で考え，調べ始めたのが本考察

察し，自動運転が定量的な分析の勉強会にに普及し，自動運転が持ち込むことで，スケール化ち込むことで，スケール化むこと目的で，自動運転がスケール化されようとしている中，従来から発展し商用

させ，自動運転が実用化されようとしている中，従来から発展し商用に普及し，自動運転が結びつける第一歩にしたいというのびつける中，従来から発展し商用第一歩にしたいというのに普及し，自動運転がしたいと目的いうの背景と目的

が家庭に普及し，自動運転が目的である中，従来から発展し商用．チ全体的に普及し，自動運転がディープラーニングに普及し，自動運転が適用

したら発展し商用よいか，自動運転が部分的かも検討したい．したい．チ

1.2 研究の背景と目的の背景と目的新規性

　本研究の背景と目的の背景と目的遠い新規性となるが，もっぱら，数量デい新規性と目的なる中，従来から発展し商用が家庭に普及し，自動運転が，自動運転がもっぱら発展し商用，自動運転が数量デ

ータに普及し，自動運転がよる中，従来から発展し商用ディープラーニングに普及し，自動運転が定性的な要素を取を取取

り入もれたいと目的いう点で考である中，従来から発展し商用が家庭に普及し，自動運転が，自動運転が本稿では，誰もが入では，自動運転が誰もが入もが家庭に普及し，自動運転が入も

手ながら解釈した機可能なデータである日本語学習者の会話データをなデータである中，従来から発展し商用日本語学習者の会話データをの背景と目的会話データを取

用いる中，従来から発展し商用こと目的で，自動運転が統計的な有意性や各種チャットボサンプル数より，自動運転が

日常生活の感覚でわかることを重視したものであるの背景と目的感覚でわかることを重視したものであるでわかる中，従来から発展し商用こと目的を取重視したもの背景と目的である中，従来から発展し商用．チ

次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にに普及し，自動運転が，自動運転が[質問]-[応答]や各種チャットボ[申し出し出]-[受諾/拒否]など

の背景と目的隣接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてペアの類型が上記のデータにどのくらいあての背景と目的類型が上記のデータにどのくらいあてが家庭に普及し，自動運転が上が経過している．チ記のデータにどのくらいあての背景と目的データに普及し，自動運転がどの背景と目的くら発展し商用いあて

はまる中，従来から発展し商用かなど，自動運転が計量化されようとしている中，従来から発展し商用してみた．チここで，自動運転が実証的な

知見が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻をが家庭に普及し，自動運転が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻をら発展し商用れれば，自動運転が話者の会話データを交代の背景と目的予測や対話の破綻をや各種チャットボ対話の背景と目的破綻をを取

しても修復する発話を学習させるなど，次につなげする中，従来から発展し商用発話を取学習させる中，従来から発展し商用など，自動運転が次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にに普及し，自動運転がつなげ

ら発展し商用れる中，従来から発展し商用．チ具体的に普及し，自動運転がは，自動運転が隣接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてペアの類型が上記のデータにどのくらいあての背景と目的次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にに普及し，自動運転がは，自動運転が主に以下に普及し，自動運転が以下

の背景と目的 5 つが家庭に普及し，自動運転が考え，調べ始めたのが本考察えら発展し商用れる中，従来から発展し商用．チ

1) Yes/No の背景と目的応答詞 ：あー，うん，えー，そうあー，自動運転がうん，自動運転がえー，自動運転がそう

2) あいづち ：あー，うん，えー，そうんー，自動運転がはい，自動運転がはー，自動運転がえー

3) 言と勝手ながら解釈した機いよどみ：あー，うん，えー，そうんー，自動運転があー，自動運転がえー

4) 呼びかけ ：ね，ねーびかけ ：あー，うん，えー，そうね，自動運転がねー

5) フィラー ：あー，うん，えー，そうあの背景と目的ー，自動運転がその背景と目的ー，自動運転がえーと目的，自動運転がえっと目的

　今後，自動運転がこれら発展し商用を取分析の勉強会にし追加した際，対話システムのような粗い応答では不する中，従来から発展し商用こと目的で，自動運転が更なる対なる中，従来から発展し商用対

話システムのような粗い応答では不の背景と目的質的向上が経過している．チに普及し，自動運転がつなが家庭に普及し，自動運転がる中，従来から発展し商用可能なデータである日本語学習者の会話データを性が家庭に普及し，自動運転がある中，従来から発展し商用と目的考え，調べ始めたのが本考察

えら発展し商用れる中，従来から発展し商用．チ
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1.3　研究の背景と目的の背景と目的主に以下な手ながら解釈した機法

　基礎集計を取中心に行いながら考察する．国立国語に普及し，自動運転が行の対話システムに定性的な視点で考いなが家庭に普及し，自動運転がら発展し商用考え，調べ始めたのが本考察察する中，従来から発展し商用．チ国立国語

研究の背景と目的所の提供している「日本語学習者会話データベの背景と目的提供している「日本語学習者会話データベしている中，従来から発展し商用「日本語学習者会話データベ日本語学習者の会話データを会話データベ

ース」を取用いて集計を取行の対話システムに定性的な視点で考う．チ隣接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてペアの類型が上記のデータにどのくらいあては本稿では，誰もが入で定義

する中，従来から発展し商用種チャットボ類の背景と目的もの背景と目的に普及し，自動運転が限定し計量化されようとしている中，従来から発展し商用する中，従来から発展し商用．チ次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にに普及し，自動運転が，自動運転がそれら発展し商用

の背景と目的ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてが家庭に普及し，自動運転が全体の背景と目的会話の背景と目的促進になっているかなどを考に普及し，自動運転がなっている中，従来から発展し商用かなどを取考え，調べ始めたのが本考察

察する中，従来から発展し商用．チまた，自動運転がその背景と目的隣接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてペアの類型が上記のデータにどのくらいあての背景と目的前後，自動運転がもしくは直後

の背景と目的発話が家庭に普及し，自動運転が修復する発話を学習させるなど，次につなげに普及し，自動運転が向けての背景と目的もの背景と目的か，自動運転が完全に普及し，自動運転が破綻をしてい

る中，従来から発展し商用が家庭に普及し，自動運転が強引に会話を続けたものであるのかも含めて，に普及し，自動運転が会話を取続けたものであるのかも含めて，けたもの背景と目的である中，従来から発展し商用の背景と目的かも含めて，めて，自動運転が

定性的な判断を行う．を取行の対話システムに定性的な視点で考う．チ

1.4 用いたデータセットに普及し，自動運転がついて

　国立国語研究の背景と目的所の提供している「日本語学習者会話データベが家庭に普及し，自動運転が公開しているコーパスの中のしている中，従来から発展し商用コーパスの背景と目的中の背景と目的 1

つである中，従来から発展し商用「日本語学習者会話データベ日本語学習者の会話データを会話データベース」（図 1）は，人間と比べて，小さくない乖

を取用いる中，従来から発展し商用．チまた KY コーパスも同様の趣旨で作られの背景と目的趣旨のご発言と勝手ながら解釈した機で作られら発展し商用れ

たもの背景と目的であり，自動運転が適宜，自動運転が用いた．チ1990 年の背景と目的入も管法の背景と目的

改正により，日本の社会状況に応じて，外国人受入に普及し，自動運転がより，自動運転が日本の背景と目的社会状況に応じて，外国人受入に普及し，自動運転が応じて，自動運転が外国人受入も

れの背景と目的適切な方策が必要となり，日本語学習を必要とな方策が必要となり，日本語学習を必要とが家庭に普及し，自動運転が必要と目的なり，自動運転が日本語学習を取必要と目的

する中，従来から発展し商用住民（言と勝手ながら解釈した機語生活の感覚でわかることを重視したものである者の会話データを）は，人間と比べて，小さくない乖の背景と目的需要に普及し，自動運転が見が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻を合った言語教育った言と勝手ながら解釈した機語教育

の背景と目的展し商用開しているコーパスの中のが家庭に普及し，自動運転が期待されていた．されていた．チACTFL-OPI（全米外国

語教育協会認定の背景と目的面接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあて式口頭能なデータである日本語学習者の会話データを力テスト）を活用しテスト）は，人間と比べて，小さくない乖を取活の感覚でわかることを重視したものである用し，自動運転が

日本語を取用いた自然な会話に限りなく近い対話で構な会話に普及し，自動運転が限りなく近い対話で構い対話で構

成されている．されている中，従来から発展し商用．チ

　 ACTFL( 全 米外 国 語 協会 ) に普及し，自動運転が よ る中，従来から発展し商用 OPI(Oral
Proficiency Interview Test)に普及し，自動運転が基づいており，自動運転が日本語

OPI は 1993 年に普及し，自動運転が発足し，し，自動運転が15 年近い対話で構く経過している．チしている中，従来から発展し商用．チ

ここでの背景と目的判断を行う．尺度は，次の４つに区分されている．は，自動運転が次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にの背景と目的４つに普及し，自動運転が区分されている中，従来から発展し商用．チ

1) 超級（Superior）は，人間と比べて，小さくない乖
2) 上が経過している．チ級（Advanced）は，人間と比べて，小さくない乖
3) 中級（Intermediate）は，人間と比べて，小さくない乖
4) 初級（Novice）は，人間と比べて，小さくない乖

これは「日本語学習者会話データベ日本語学習者の会話データを会話データベースの背景と目的利用

手ながら解釈した機引に会話を続けたものであるのかも含めて，き（平成されている． 22 年 5 月 国立国語研究の背景と目的所の提供している「日本語学習者会話データベ）は，人間と比べて，小さくない乖」に普及し，自動運転がよれ

ば，自動運転が言と勝手ながら解釈した機語運用能なデータである日本語学習者の会話データを力テスト）を活用しは 10 種チャットボ類の背景と目的階級に普及し，自動運転が区分されてい

る中，従来から発展し商用(表 1)．チ対話の背景と目的スクリプトは，自動運転がインフォーマント

（日本語学習者の会話データを/ データ提供している「日本語学習者会話データベ者の会話データを）は，人間と比べて，小さくない乖と目的テスター（面接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあて

者の会話データを）は，人間と比べて，小さくない乖と目的から発展し商用なり，自動運転が30 分ほどの背景と目的対話形式で構成されている．され

ている中，従来から発展し商用．チ　　

　また上が経過している．チ記のデータにどのくらいあての背景と目的 10段階の背景と目的 OPIレベルや各種チャットボ性別，自動運転が年齢，自動運転が

出身国などを取選択することができる．検索条件を設する中，従来から発展し商用こと目的が家庭に普及し，自動運転ができる中，従来から発展し商用．チ検索条件を設を取設

定してダウンロードする中，従来から発展し商用と目的，自動運転が文による対話応答字化されようとしている中，従来から発展し商用（一部，自動運転が音声

化されようとしている中，従来から発展し商用）は，人間と比べて，小さくない乖されたスクリプトが家庭に普及し，自動運転が入も手ながら解釈した機でき，自動運転が有用である中，従来から発展し商用．チ

2. 先行研究

　本考え，調べ始めたのが本考察察では，自動運転が下記のデータにどのくらいあての背景と目的 3 つ区分した．チ1 つ目は，自動運転がエ

スノメソドロジーや各種チャットボ会話分析の勉強会になどの背景と目的社会学である中，従来から発展し商用．チ

言と勝手ながら解釈した機語学も多分に普及し，自動運転が含めて，まれている中，従来から発展し商用．チ2 つ目は，自動運転が対話シス

テムのような粗い応答では不を取支える自然言語処理，える中，従来から発展し商用自然な会話に限りなく近い対話で構言と勝手ながら解釈した機語処理，自動運転が3 つ目は，自動運転が深層学習，自動運転が

すなわちディープラーニングである中，従来から発展し商用．チ

2.1 エスノメソドロジー・会話分析会話分析の勉強会に

　坊農・会話分析高梨他(2009)では，自動運転が隣接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてペアの類型が上記のデータにどのくらいあてと目的は，自動運転が[質問]

-[応答]の背景と目的対を取なす発話の背景と目的連鎖を指すものとして，を取指すもの背景と目的と目的して，自動運転が

対話システムのような粗い応答では不に普及し，自動運転がおける中，従来から発展し商用対話モデルに普及し，自動運転が発話連鎖を指すものとして，構造のの背景と目的

土台としているとある．さらに，隣接ペアの概念にと目的している中，従来から発展し商用と目的ある中，従来から発展し商用．チさら発展し商用に普及し，自動運転が，自動運転が隣接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてペアの類型が上記のデータにどのくらいあての背景と目的概念にに普及し，自動運転が

は，自動運転が[質問]に普及し，自動運転が対し，自動運転が[応答]が家庭に普及し，自動運転がなされなかった場合った言語教育に普及し，自動運転が，自動運転が

どの背景と目的ような修復する発話を学習させるなど，次につなげ連鎖を指すものとして，や各種チャットボ挿入も連鎖を指すものとして，構造のが家庭に普及し，自動運転が生起しながらしなが家庭に普及し，自動運転がら発展し商用

会話が家庭に普及し，自動運転が進になっているかなどを考行の対話システムに定性的な視点で考する中，従来から発展し商用かを取述べている．魏べている中，従来から発展し商用．チ魏(2015)は「日本語学習者会話データベあの背景と目的

ー」や各種チャットボ「日本語学習者会話データベまー」などを取フィラーと目的定義し，自動運転が発話者の会話データをが家庭に普及し，自動運転が何

ら発展し商用かの背景と目的心に行いながら考察する．国立国語的操作られを取行の対話システムに定性的な視点で考っている中，従来から発展し商用最中に普及し，自動運転が発する中，従来から発展し商用もの背景と目的で，自動運転が

場を取つなぐ機能を持つ言葉と定義している．多くは機能なデータである日本語学習者の会話データをを取持ち込むことで，スケール化つ言と勝手ながら解釈した機葉と定義している．多くはと目的定義している中，従来から発展し商用．チ多くは

「日本語学習者会話データベ感動詞」や各種チャットボ「日本語学習者会話データベ間と比べて，小さくない乖投詞」に普及し，自動運転が区分される中，従来から発展し商用．チこの背景と目的フィラー

を取使いこなすのも，あいづちなどと同じく，会話をいこなすの背景と目的も，自動運転があいづちなどと目的同じく，自動運転が会話を取

つなぐ機能を持つ言葉と定義している．多くは言と勝手ながら解釈した機葉と定義している．多くはと目的して，自動運転が留意したいと目的考え，調べ始めたのが本考察えている中，従来から発展し商用．チ

図 1. 属性別の背景と目的日本語教育会話データベース
の背景と目的検索画面

 

区分 OPIレベルレベル 階級 OPIレベル評価

1 超級（Superior）Superior） 1 超級

2 上級（Superior）Advanced） 2 上級—上

〃 3 上級—中

〃 4 上級—下

3 中級（Superior）Iレベルntermediate） 5 中級—上

〃 6 中級—中

〃 7 中級—下

4 初級（Superior）Novice） 8 初級—上

〃 9 初級—中

〃 10 初級—下
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2.2 自然な会話に限りなく近い対話で構言と勝手ながら解釈した機語処理

　　対話システムのような粗い応答では不に普及し，自動運転が実装され，第される中，従来から発展し商用可能なデータである日本語学習者の会話データを性は示しているしている中，従来から発展し商用．チ

また，自動運転が徳永・会話分析乾・会話分析松本(2005)及し，自動運転がび徳永(2014)は，自動運転がチ

ャット対話の背景と目的収集から発展し商用コーパス作られ成されている．，自動運転がそしてチャッ

ト対話の背景と目的構造のモデルを取提案している．このチャットしている中，従来から発展し商用．チこの背景と目的チャット

対話の背景と目的質問や各種チャットボ返答などの背景と目的談話機能なデータである日本語学習者の会話データをを取担う構成単位がう構成されている．単位がが家庭に普及し，自動運転が

交換行の対話システムに定性的な視点で考為である．交換単位は「働きかけ」，「応答」である中，従来から発展し商用．チ交換単位がは「日本語学習者会話データベ働きかけ」，「応答」きかけ」，自動運転が「日本語学習者会話データベ応答」，自動運転が

「日本語学習者会話データベ補足し，」の背景と目的 3 種チャットボ類に普及し，自動運転が区分され，自動運転がさら発展し商用に普及し，自動運転が 2,3の背景と目的枝葉と定義している．多くはに普及し，自動運転が分

かれている中，従来から発展し商用．チまた，自動運転が素を取性に普及し，自動運転が関する考察は有益でありする中，従来から発展し商用考え，調べ始めたのが本考察察は有益でありであり

（表 2）は，人間と比べて，小さくない乖，自動運転が本研究の背景と目的ではこれら発展し商用を取精緻化されようとしている中，従来から発展し商用する中，従来から発展し商用こと目的が家庭に普及し，自動運転が具

体的な目標でもある．素性の組合せと継続関係の同でもある中，従来から発展し商用．チ素を取性の背景と目的組合った言語教育せと目的継続けたものであるのかも含めて，関する考察は有益であり係の同の背景と目的同

定や各種チャットボ再現率はは 2 人の背景と目的場合った言語教育でも 3 人の背景と目的場合った言語教育でも，自動運転が86%

と目的高く，自動運転が素を取性も厳選されている中，従来から発展し商用．チ発言と勝手ながら解釈した機間と比べて，小さくない乖の背景と目的結びつける第一歩にしたいというの束度は，次の４つに区分されている．は

次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にの背景と目的式で求めているめている中，従来から発展し商用.< n(名詞), rel(助詞), v(動
詞)>の背景と目的共起しながら確率は P(<n,  rel,  v>)を取求めているめる中，従来から発展し商用．チこの背景と目的確率は

P(<n,  rel,  v>) は ，自動運転が Probabilistic  Latent  Semantic
Indexing(PLSI)で推定する中，従来から発展し商用．チ単語の背景と目的共起しながらを取潜在的な

意味から同時発生とみなす手法である．から発展し商用同時発生と目的みなす手ながら解釈した機法である中，従来から発展し商用．チPLSI に普及し，自動運転がお
ける中，従来から発展し商用共起しながら確率は P(<n, rel, v>)は次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にの背景と目的式で与えられる．えら発展し商用れる中，従来から発展し商用．チ

 P(<n, rel, v>) = ΣP(<rel, v|z) P<rel, v|z)P(n|z)P(z).

ここで，自動運転がzは共起しながらの背景と目的潜在的な意味から同時発生とみなす手法である．クラス(隠れクラれクラ

ス)を取指しており，自動運転がパラメータの背景と目的 P(<rel, v|z>, p(n|z),
p(z))は EM アの類型が上記のデータにどのくらいあてルゴリズムのような粗い応答では不で推定している中，従来から発展し商用．チ

            表 2 素を取性一覧徳永・会話分析乾・会話分析松本(2005)

2.3 対話自動生成されている．の背景と目的ディープラーニング

　 対 話 応 答 の背景と目的 自 動 生成されている．に普及し，自動運転が関する考察は有益でありし て は ，自動運転が ICML
Workshop(2015)で Vinyals et al(2015)の背景と目的 Google の背景と目的チー

ムのような粗い応答では不が家庭に普及し，自動運転が NIPS2014 で発表された Sequence to Sequence
model を取基と目的している中，従来から発展し商用．チ多層の背景と目的 Long-Short  term
memory(LSTM)を取用いて文による対話応答章をベクトル化（エンコを取ベクトル化されようとしている中，従来から発展し商用（エンコ

ード）は，人間と比べて，小さくない乖し，自動運転が別の背景と目的多層 LSTM を取用いてベクトルを取デコ

ード（復する発話を学習させるなど，次につなげ元）は，人間と比べて，小さくない乖する中，従来から発展し商用もの背景と目的である中，従来から発展し商用．チこれは「日本語学習者会話データベ日本語－英

語」間と比べて，小さくない乖の背景と目的機械翻訳でよく用いられているアーキテクでよく用いら発展し商用れている中，従来から発展し商用アの類型が上記のデータにどのくらいあてーキテク

トであり，自動運転が従来から発展し商用と目的比べて，小さくない乖べて，自動運転が自然な会話に限りなく近い対話で構な会話を取生成されている．する中，従来から発展し商用よ

うに普及し，自動運転がなった．チ Ghazvininejad et al(2018)は，自動運転が上が経過している．チ記のデータにどのくらいあての背景と目的モ

デルを取拡張発展し商用させたもの背景と目的である中，従来から発展し商用．チ会話型が上記のデータにどのくらいあてだけでな

く非会話型が上記のデータにどのくらいあてデータも組み合った言語教育わせる中，従来から発展し商用こと目的に普及し，自動運転がより

Seq2seq に普及し，自動運転がおける中，従来から発展し商用 Neural Conversation Model を取発展し商用

させたもの背景と目的である中，従来から発展し商用．チ

2.4 対話システムのような粗い応答では不と目的会話ユーザーインターフェース

　狩野(2017)では，自動運転が現在に普及し，自動運転が至るまでの対話システムる中，従来から発展し商用までの背景と目的対話システムのような粗い応答では不

と目的将来から発展し商用の背景と目的展し商用望を簡潔にまとめられている．を取簡潔にまとめられている．に普及し，自動運転がまと目的めら発展し商用れている中，従来から発展し商用．チ1960 年

代に普及し，自動運転が開しているコーパスの中の発された ELIZA や各種チャットボ人工無能なデータである日本語学習者の会話データをから発展し商用，自動運転が「日本語学習者会話データベ〇」「△」」「日本語学習者会話データベ△」

「日本語学習者会話データベ×」などの背景と目的アの類型が上記のデータにどのくらいあてノテーションに普及し，自動運転がよる中，従来から発展し商用チューリングテ

ストを取経て，自動運転が現代の背景と目的雑談対話システムのような粗い応答では不の背景と目的１つである中，従来から発展し商用

2016 年に普及し，自動運転が発表された論文による対話応答に普及し，自動運転が基づく Microsoft社の背景と目的

「日本語学習者会話データベりんな」まで網羅している．「りんな」では，発話している中，従来から発展し商用．チ「日本語学習者会話データベりんな」では，自動運転が発話

ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてデータと目的教師付き機械学習は統計的な対話シスき機械学習は統計的な対話シス

テムのような粗い応答では不の背景と目的多くに普及し，自動運転が共通していることが少なくない．またしている中，従来から発展し商用こと目的が家庭に普及し，自動運転が少なくない．またなくない．チまた，自動運転が

対話データを取正により，日本の社会状況に応じて，外国人受入解データと目的してくんれんする中，従来から発展し商用強化されようとしている中，従来から発展し商用学

習では，自動運転が状態遷移の訓練になるため，会話の流れをの背景と目的訓練になるため，会話の流れをに普及し，自動運転がなる中，従来から発展し商用ため，自動運転が会話の背景と目的流れをれを取

学習する中，従来から発展し商用こと目的に普及し，自動運転がなり，自動運転が未知の背景と目的対話に普及し，自動運転が対応する中，従来から発展し商用こと目的が家庭に普及し，自動運転が

期待されていた．されている中，従来から発展し商用．チ

2.4 国内外での背景と目的取り組み

　対話破綻を検出チャレンジ(2015-2017)や各種チャットボ DTFC7,
NTCIR-14 など，自動運転が年次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にでハッカソンの背景と目的ような国際的

な大会と目的して開しているコーパスの中の催され，集合知となっている．され，自動運転が集合った言語教育知と目的なっている中，従来から発展し商用．チ

3. 基礎集計と目的分析の勉強会にに普及し，自動運転がよる中，従来から発展し商用考え，調べ始めたのが本考察察

　日本語学習者の会話データを会話データベース全体的に普及し，自動運転がデータを取

見が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻を渡してみると，全データはしてみる中，従来から発展し商用と目的，自動運転が全データは 390個ある．インフォある中，従来から発展し商用．チインフォ

ーマント(日本語学習者の会話データを)の背景と目的属性は，自動運転が20 代が家庭に普及し，自動運転が圧倒的

に普及し，自動運転が多く，自動運転が女性が家庭に普及し，自動運転が男性の背景と目的 2倍近い対話で構くおり，自動運転が大半を占めてを取占めてめて

いる中，従来から発展し商用．チ日本語学校生や各種チャットボ大学・会話分析大学院生が家庭に普及し，自動運転が半を占めて分を取占めてめ

ている中，従来から発展し商用（図 1）は，人間と比べて，小さくない乖．チ

図 3.1 インフォーマントの背景と目的年代別分布

図 3.2 インフォーマントの背景と目的性別
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図 3.3 インフォーマントの背景と目的日本滞在時間と比べて，小さくない乖

図 3.4 インフォーマントの背景と目的日本語学習期間と比べて，小さくない乖

3.1 インフォーマント属性間と比べて，小さくない乖の背景と目的比べて，小さくない乖較についてに普及し，自動運転がついて

　本考え，調べ始めたのが本考察察では，自動運転が自然な会話に限りなく近い対話で構な対話文による対話応答の背景と目的自動生成されている．を取目指して

いる中，従来から発展し商用こと目的から発展し商用，自動運転が次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にの背景と目的 2 つを取比べて，小さくない乖較について考え，調べ始めたのが本考察察する中，従来から発展し商用．チOPI の背景と目的判
断を行う．尺度は，次の４つに区分されている．は，自動運転が国立国語研究の背景と目的所の提供している「日本語学習者会話データベ(2010)「日本語学習者会話データベ日本語学習者の会話データを会

話データベースの背景と目的利用手ながら解釈した機引に会話を続けたものであるのかも含めて，き」に普及し，自動運転が準じ，超級と中級じ，自動運転が超級と目的中級

と目的で比べて，小さくない乖較について考え，調べ始めたのが本考察察した．チ超級は人間と比べて，小さくない乖と目的仮定し，自動運転が中級はチ

ャットボットなどの背景と目的機械と目的してみた．チ主に以下な選択することができる．検索条件を設した

要因は次のは次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にの背景と目的 2 つである中，従来から発展し商用．チ

1) 流れを暢ささ

2) 語用論的能なデータである日本語学習者の会話データを力テスト）を活用し

　超級では，自動運転が「日本語学習者会話データベ流れを暢ささ」と目的は，自動運転が会話全体が家庭に普及し，自動運転がなめら発展し商用か

である中，従来から発展し商用こと目的，自動運転がこれに普及し，自動運転が対して，自動運転が中級では，自動運転が「日本語学習者会話データベ流れを暢ささ」

と目的は，自動運転がつかえる中，従来から発展し商用こと目的が家庭に普及し，自動運転が多く一人で話つづける中，従来から発展し商用の背景と目的は難

しいと目的定義されている中，従来から発展し商用．チ一方，自動運転が超級の背景と目的「日本語学習者会話データベ語用論的能なデータである日本語学習者の会話データを

力テスト）を活用し」と目的は，自動運転がターンテイキングや各種チャットボ間と比べて，小さくない乖の背景と目的取り方，自動運転が相づちづち

などが家庭に普及し，自動運転が巧みにできると定義されているのに対して，みに普及し，自動運転ができる中，従来から発展し商用と目的定義されている中，従来から発展し商用の背景と目的に普及し，自動運転が対して，自動運転が

中級は，自動運転が相づちづちや各種チャットボ言と勝手ながら解釈した機い換えなどに普及し，自動運転が成されている．功するのはまれする中，従来から発展し商用の背景と目的はまれ

と目的されている中，従来から発展し商用．チ

3.2 超級と目的中級の背景と目的データに普及し，自動運転がついて

　中級は年齢が家庭に普及し，自動運転が 20 代半を占めてばと目的まと目的まって分布してい

る中，従来から発展し商用の背景と目的に普及し，自動運転が対し，自動運転が超級は 23歳からから発展し商用 49歳からと目的ばら発展し商用つきが家庭に普及し，自動運転が大

きい．チこれはデータ数が家庭に普及し，自動運転が 9 つと目的少なくない．またないためである中，従来から発展し商用が家庭に普及し，自動運転が，自動運転が

出身国と目的母国語は超級の背景と目的ハンガリーの背景と目的インフォーマ

ントを取除いて，韓国である．滞在期間が大きく異ないて，自動運転が韓国である中，従来から発展し商用．チ滞在期間と比べて，小さくない乖が家庭に普及し，自動運転が大きく異なな

り，自動運転が

超級は 5-10 年が家庭に普及し，自動運転が大半を占めてである中，従来から発展し商用の背景と目的に普及し，自動運転が対し，自動運転が中級は 3 か

月から発展し商用 6 か月の背景と目的間と比べて，小さくない乖に普及し，自動運転が分布している中，従来から発展し商用．チ

        表 3.1  超級の背景と目的インフォーマント属性

        表 3.2  中級の背景と目的インフォーマント属性

        表 3.3  比べて，小さくない乖較についてに普及し，自動運転が用いたデータセット数

3.3 隣接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてペアの類型が上記のデータにどのくらいあてと目的その背景と目的計量化されようとしている中，従来から発展し商用の背景と目的検討したい．

　隣接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてペアの類型が上記のデータにどのくらいあての背景と目的重要な特性に普及し，自動運転が，自動運転が第 1 部分(First-Pair-
Part: FPP)が家庭に普及し，自動運転が産出される中，従来から発展し商用と目的，自動運転がそれに普及し，自動運転が対応する中，従来から発展し商用特定の背景と目的

型が上記のデータにどのくらいあての背景と目的第 2部分(Second-Part-Pair: SPP)の背景と目的産出が家庭に普及し，自動運転が条件を設的

に普及し，自動運転が適切な方策が必要となり，日本語学習を必要とに普及し，自動運転がなる中，従来から発展し商用と目的前川・会話分析小さくない乖磯他(2015)は言と勝手ながら解釈した機及し，自動運転がしている中，従来から発展し商用．チ

本節では，試みの一環として，形態素解析した後にでは，自動運転が試みの一環として，形態素解析した後にみの背景と目的一環として，形態素解析した後にと目的して，自動運転が形態素を取解析の勉強会にした後に普及し，自動運転が，自動運転が

同じ語句がでてきたら，その合計の半分として数量が家庭に普及し，自動運転がでてきたら発展し商用，自動運転がその背景と目的合った言語教育計の背景と目的半を占めて分と目的して数量

化されようとしている中，従来から発展し商用した後に普及し，自動運転が，自動運転が目視で確認を取する中，従来から発展し商用こと目的に普及し，自動運転がした(表

3.3.1, 表 3.3.2, 表 3.3.3)．チ隣接ペアの類型が上記のデータにどのくらいあてペアの類型が上記のデータにどのくらいあてが家庭に普及し，自動運転が見が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻を出しや各種チャットボすい

次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にの背景と目的 4 つの背景と目的品詞に普及し，自動運転が焦点で考を取当てて考察することにしたてて考え，調べ始めたのが本考察察する中，従来から発展し商用こと目的に普及し，自動運転がした．チ

1)名詞
2)感動詞

3)間と比べて，小さくない乖投詞
4)応答詞

      表 3.3.1 
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      表 3.3.2 

中級データセット

1) 頻出名詞(上が経過している．チ位が 10件を設)

ん(2254) ー(1717) 笑(649) 私(294) こと目的(268) 音

(249) 人(247) 息(246) 日本(183)  お(169) 今

(168) ，自動運転が(168) 韓国(167) 

1) 頻出詞(上が経過している．チ位が 10件を設)

2)感動詞

はい(2594) あー(944) あ(530) えー(309) そうで

すね(61) ありが家庭に普及し，自動運転がと目的う(55) はーい(52) え(48) ま

(41) ふーん(33) うん(30) 

超級データセット

1)名詞

ん(2869) ー(1778) 笑(546) の背景と目的(376) こと目的(342) 人

(310) それ(292) 日本(261) 今(199) 韓国(184)

2)感動詞

はい(2114) えー(1038) あー(389) あ(273) そうで

すね(183) ま(159) なる中，従来から発展し商用ほど(97) え(89) ふん(65)

ふーん(54) 

3.4 結びつける第一歩にしたいというの果の考察の背景と目的考え，調べ始めたのが本考察察

　中級の背景と目的名詞では，自動運転がん(2254) ー(1717) 笑(649) 私

(294)などが家庭に普及し，自動運転が多く，自動運転が主に以下観性が家庭に普及し，自動運転が見が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻を受けら発展し商用れた．チその背景と目的一

方で，自動運転が超級の背景と目的名詞では，自動運転が人(310) それ(292) 日本

(261) 今(199) 韓国(184)などの背景と目的ようぬ，自動運転が代名詞や各種チャットボ

国柄を表す語句が見受けられ，客観性が見受けられを取表す語句がでてきたら，その合計の半分として数量が家庭に普及し，自動運転が見が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻を受けら発展し商用れ，自動運転が客観性が家庭に普及し，自動運転が見が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻を受けら発展し商用れ

た．チ

　また，自動運転が中級の背景と目的感動詞では，自動運転がはい(2594) あー(944)

あ(530) えー(309) はーい(52)など，自動運転があいまいさが家庭に普及し，自動運転が

見が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻を受けら発展し商用れた．チ一方で，自動運転が超級の背景と目的感動詞では，自動運転がはい

(2114) えー(1038) そうですね(183) ま(159) なる中，従来から発展し商用

ほど(97) など確かな返答が家庭に普及し，自動運転が見が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻を受けら発展し商用れた．チ

4. 今後の背景と目的展し商用望を簡潔にまとめられている．

　本研究の背景と目的はチャットボットなどの背景と目的対話システムのような粗い応答では不を取対

象としたものであるが，今後は次のような視点で，と目的したもの背景と目的である中，従来から発展し商用が家庭に普及し，自動運転が，自動運転が今後は次に，エスノメソドロジーや会話分析の勉強会にの背景と目的ような視点で考で，自動運転が

ロボテックスを取対象としたものであるが，今後は次のような視点で，と目的した研究の背景と目的に普及し，自動運転がつなげたい．チ秋

谷・会話分析丹波・会話分析久野・会話分析山崎他(2007)では，自動運転が介護ロボットロボット

の背景と目的実現に普及し，自動運転が向けて，自動運転が介護ロボット者の会話データをと目的高齢者の会話データをと目的の背景と目的相づち互行の対話システムに定性的な視点で考為である．交換単位は「働きかけ」，「応答」を取深

く分析の勉強会にしたもの背景と目的である中，従来から発展し商用．チ今後はロボットに普及し，自動運転が搭載されされ

る中，従来から発展し商用こと目的が家庭に普及し，自動運転が予見が得られれば，話者交代の予測や対話の破綻をされる中，従来から発展し商用．チ相づち互行の対話システムに定性的な視点で考為である．交換単位は「働きかけ」，「応答」の背景と目的視点で考が家庭に普及し，自動運転が，自動運転がより人間と比べて，小さくない乖

的に普及し，自動運転がなる中，従来から発展し商用と目的考え，調べ始めたのが本考察えら発展し商用れ，自動運転が期待されていた．されている中，従来から発展し商用．チ
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